
大滝ダムの建設

大滝ダムは、昭和34年の伊勢湾台風（台風15
号）の紀の川沿川における甚大な被害を契機に計
画されました。

事業の目的

①洪水調節

②流水の正常な機能の維持

③水道用水等の供給

④発電
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■堤体下流面図

設計図



■堤体断面図



完成予想図 下流より大滝ダムを望む



完成予想図 左岸より大滝ダムを望む


